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熱中堰に通念

防犯を呼び掛ける掲示板を見る女子学生＝水戸市二丈京。茨城大学

茨
城
大
人
文
学
部
3
年

渡
遽
　
柚
菜

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文
京
）

周
辺
で
、
工
人
暮
ら
し
の
学

生
が
犯
罪
被
害
に
遭
う
ケ
ー

ス
が
相
次
い
で
い
る
。
大
半

は
自
転
車
の
盗
難
被
害
だ

が
、
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
盗

や
性
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
大
学
や
水

戸
警
察
署
は
学
生
に
警
戒
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

茨
城
大
学
近
く
の
石
川

町
、
末
広
町
の
両
交
番
管
内

で
今
年
上
半
期
に
認
知
さ
れ

た
刑
法
犯
は
計
2
ュ
5
件
。

大
半
は
窃
盗
事
件
で
、
中
で

も
自
転
車
の
盗
難
被
害
が
目

立
つ
。
大
学
近
く
に
は
工
人

暮
ら
し
の
学
生
ア
パ
ー
ト
が

く
、
性
犯
罪
の
標
的
に
な
る

危
険
が
高
ま
る
。
水
戸
市
内

で
は
今
年
上
半
期
に
も
、
自

学
生
の
犯
罪
被
害

施
錠
の
確
認
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
ま
た
、
ュ
人
で
帰
宅

す
る
こ
と
が
多
い
学
生
に
は

防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
し
出
し
て

い
る
。
水
戸
警
察
署
は
「
マ

ン
シ
ョ
ン
も
上
層
階
だ
か
ら

と
い
っ
て
安
心
で
き
な
い
。

鍵
掛
け
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

自
宅
施
錠
し
警
戒
心
を

多
く
、
学
生
が
自
転
車
を
施

錠
し
な
い
ま
ま
止
め
る
ケ
ー

ス
も
珍
し
く
な
い
。

水
戸
署
に
よ
る
と
、
空
き

巣
な
ど
の
侵
入
盗
も
無
施
錠

の
玄
関
や
窓
か
ら
侵
入
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
。

特
に
1
人
暮
ら
し
の
女
性
の

場
合
は
、
侵
入
盗
だ
け
で
な

宅
を
無
施
錠
に
し
て
い
た
女

性
が
性
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
事
件
が
複
数
報
告
さ
れ
て

いる。茨
城
大
学
学
生
生
活
課
は

学
生
向
け
の
掲
示
板
に
「
ア

パ
ー
ト
侵
入
、
犯
罪
被
害
に

注
意
」
な
ど
の
張
り
紙
を
掲

げ
、
ュ
人
暮
ら
し
の
学
生
に

研
修
を
終
え
て

新
聞
社
の
仕
事
を
直
接
目

に
し
て
、
記
者
や
そ
の
他
の

部
署
の
新
聞
に
対
す
る
熱
意

が
伝
わ
り
、
感
動
し
た
。
新

聞
社
の
仕
事
に
、
や
り
が
い

を
強
く
感
じ
た
。


